
1

享　
和　
三　
年　
青　
木　
周　
弼　

（　
一　
八　
〇　
三　
〜　
六　
三　
年　
）　
は　
、　

こ　
の　
地　
周　
防　
国　
和　
田　
で　
出　

生　
。　幼　

少　
の　
頃　
か　
ら　
神　
童　
と　

称　
さ　
れ　
、　
十　
二　
才　
の　
時　
に　

三　
田　
尻　
の　
能　
美　
塾　
で　
漢　
方　

医　
学　
、　
大　
阪　
で　
蘭　
学　
、　
江　

戸　
で　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
医　
学　
を　
学　

び　
、　
そ　
の　
後　
長　
崎　
に　
遊　
学　
、　

蘭　
学　
医　
と　
し　
て　
の　
道　
を　
歩　

み　
、　
天　
保　
十　
年　
（　
一　
八　
三　

九　
年　
）　
長　
州　
藩　
医　
と　
な　
り　
、　

安　
政　
二　
年　
（　
一　
八　
五　
五　
年　
）　

に　
は　
御　
側　
医　
に　
任　
ぜ　
ら　
れ　

る　
。　周　

弼　
は　
、　
優　
れ　
た　
臨　
床　

医　
で　
あ　
り　
、　
解　
剖　
学　
、　
生　

理　
学　
、　
病　
理　
学　
、　
薬　
理　
学　

等　
の　
基　
礎　
医　
学　
に　
通　
暁　
し　
、　

我　
が　
国　
屈　
指　
の　
学　
者　
で　
、　

最　
も　
大　
な　
る　
功　
績　
は　
種　
痘　

の　
普　
及　
と　
コ　
レ　
ラ　
の　
予　

防　
・　
治　
療　
の　
確　
立　
で　
あ　
る　
。　

ま　
た　
、　
伊　
藤　
玄　
朴　
（　
江　

戸　
）　
、　
緒　
方　
洪　
庵　
（　
大　
阪　
）　

等　
と　
併　
称　
す　
べ　
き　
教　
育　
者　

で　
、　
藩　
に　
医　
学　
館　
（　
好　
生　

館　
）　
を　
創　
設　
し　
、　
大　
い　
に　

文　
教　
の　
振　
興　
に　
貢　
献　
し　
た　
。　

国　
士　
と　
し　
て　
は　
、　
英　
主　

毛　
利　
敬　
親　
公　
に　
常　
に　
海　
外　

の　
事　
情　
を　
説　
き　
、　
時　
局　
に　

必　
要　
な　
事　
項　
を　
献　
言　
し　
て　

藩　
の　
勤　
王　
事　
業　
の　
た　
め　
貢　

献　
し　
た　
。　

弟　
研　
蔵　
（　
一　
八　
一　
五　
〜　

七　
〇　
年　
）　
も　
和　
田　
で　
出　
生　
、　

周　
弼　
と　
同　
様　
に　
、　
能　
美　
塾　

に　
学　
ぶ　
。　
そ　
の　
後　
兄　
と　
共　

に　
長　
崎　
に　
遊　
学　
し　
、　
ま　
た　

日　
田　
で　
儒　
学　
を　
学　
び　
、　
江　

戸　
で　
医　
術　
を　
学　
ぶ　
。　
後　
に　
、　

伊　
東　
玄　
朴　
の　
塾　
で　
教　
授　
し　

た　
が　
、　
弘　
化　
二　
年　
長　
州　
藩　

医　
と　
な　
る　
。　

嘉　
永　
二　
年　
（　
一　
八　
四　
九　

年　
）　
種　
痘　
法　
伝　
習　
の　
命　
を　

受　
け　
て　
長　
崎　
に　
行　
き　
、　
痘　

苗　
を　
持　
ち　
帰　
り　
初　
め　
て　
藩　

内　
に　
種　
痘　
が　
実　
施　
さ　
れ　
た　
。　

周　
弼　
没　
後　
元　
治　
元　
年　
（　
一　

八　
六　
四　
年　
）　
に　
、　
藩　
主　
の　

御　
側　
医　
、　
明　
治　
二　
年　
（　
一　

八　
六　
九　
年　
）　
明　
治　
天　
皇　
の　

大　
典　
医　
に　
任　
ぜ　
ら　
れ　
る　
。　

周　
蔵　
（　
一　
八　
四　
四　
〜　
一　

九　
一　
四　
年　
、　
厚　
狭　
郡　
出　
身　

の　
三　
浦　
玄　
明　
が　
研　
蔵　
の　
養　

子　
と　
な　
り　
周　
蔵　
と　
改　
名　
）　

は　
明　
治　
元　
年　
長　
州　
藩　
よ　
り　

プ　
ロ　
シ　
ヤ　
国　
へ　
医　
学　
留　
学　

を　
命　
ぜ　
ら　
れ　
た　
が　
、　
途　
中　

医　
学　
修　
業　
を　
止　
め　
、　
政　
治　

学　
、　
経　
済　
学　
等　
を　
修　
め　
帰　

国　
、　
明　
治　
政　
府　
に　
仕　
え　
外　

務　
大　
臣　
を　
二　
度　
務　
め　
、　
イ　

ギ　
リ　
ス　
と　
の　
条　
約　
改　
正　
の　

締　
結　
等　
で　
活　
躍　
し　
た　
。　
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変　
転　
極　
ま　
り　
な　
い　
現　
代　
に　
あ　
っ　
て　

は　
、　
一　
年　
も　
経　
た　
な　
い　
う　
ち　
に　
、　
忘　

れ　
ら　
れ　
て　
し　
ま　
う　
の　
が　
常　
と　
な　
っ　
て　

い　
ま　
す　
が　
、　
亡　
く　
な　
ら　
れ　
て　
十　
七　
年　

経　
っ　
て　
も　
忘　
れ　
ら　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　
優　

れ　
た　
偉　
業　
を　
紹　
介　
さ　
れ　
た　
人　
が　
い　
ま　

す　
。　
そ　
の　
人　
と　
は　
、　
我　
が　
郷　
土　
の　
出　

身　
者　
で　
あ　
る　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
で　
す　
。　

こ　
の　
度　
出　
版　
さ　
れ　
た　
本　
の　
名　
は　

『　
旅　
す　
る　
巨　
人　
』　

宮　
本　
常　
一　
と　
渋　
沢　
敬　
三　

と　
い　
い　
、　
佐　
野　
真　
一　
氏　
が　
書　
か　
れ　
た　

も　
の　
で　
す　
。　
こ　
の　
本　
の　
内　
容　
は　
、　

「　
柳　
田　
国　
男　
以　
後　
、　
最　
大　
の　
功　
績　
を　

あ　
げ　
た　
と　
い　
わ　
れ　
る　
民　
俗　
学　
者　
・　
宮　

本　
常　
一　
の　
偉　
業　
と　
、　
物　
心　
両　
面　
で　
支　

え　
た　
器　
量　
人　
渋　
沢　
敬　
三　
の　
業　
績　
と　

を　
、　
三　
代　
に　
わ　
た　
っ　
て　
紹　
介　
」　
し　
た　

も　
の　
で　
す　
。　
佐　
野　
氏　
は　
虚　
構　
を　
あ　
ば　

き　
、　
真　
実　
を　
書　
く　
ノ　
ン　
フ　
ィ　
ク　
シ　
ョ　

ン　
作　
家　
と　
し　
て　
著　
名　
な　
方　
で　
あ　
り　
、　

「　
高　
貴　
な　
精　
神　
の　
系　
譜　
を　
訪　
ね　
る　
」　

と　
あ　
る　
よ　
う　
に　
、　
真　
実　
を　
伝　
え　
た　
も　

の　
で　
す　
。　

宮　
本　
先　
生　
の　
偉　
大　
さ　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　
言　

わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
な　
ん　
と　
い　
っ　
て　

も　
日　
本　
中　
を　
歩　
い　
て　
克　
明　
に　
調　
査　
さ　

れ　
、　
記　
録　
に　
残　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
で　
す　
。　

宮　
本　
常　
一　
の　
巨　
大　
な　
足　
跡　
は　
列　
島　
の　

す　
み　
ず　
み　
に　
お　
よ　
び　
、　
七　
十　
三　
年　
の　

生　
涯　
に　
合　
計　
十　
六　
万　
キ　
ロ　
、　
地　
球　
を　

四　
周　
す　
る　
気　
の　
遠　
く　
な　
る　
よ　
う　
な　
距　

離　
で　
の　
べ　
日　
数　
に　
し　
て　
四　
千　
日　
を　
数　

え　
た　
と　
い　
わ　
れ　
、　
ま　
さ　
に　
【　
旅　
す　
る　

巨　
人　
】　
と　
い　
え　
ま　
す　
。　

宮　
本　
先　
生　
の　
調　
査　
の　
足　
跡　
は　
津　
々　

浦　
々　
に　
伸　
び　
、　
そ　
の　
仕　
事　
を　
後　
か　
ら　

支　
え　
た　
渋　
沢　
敬　
三　
先　
生　
は　
、　
《　
日　
本　

列　
島　
の　
白　
地　
図　
の　
上　
に　
宮　
本　
君　
の　
足　

跡　
を　
赤　
イ　
ン　
ク　
で　
た　
ら　
す　
と　
、　
列　
島　

は　
真　
っ　
赤　
に　
な　
る　
》　
と　
驚　
嘆　
さ　
れ　
、　

ま　
た　
司　
馬　
遼　
太　
郎　
氏　
は　
《　
日　
本　
の　
山　

河　
を　
こ　
の　
人　
ほ　
ど　
た　
し　
か　
な　
目　
で　
見　

た　
人　
は　
す　
く　
な　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
》　
と　

称　
賛　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
佐　
野　
氏　
は　
「　
宮　
本　
の　

故　
郷　
、　
周　
防　
大　
島　
東　
和　
町　
に　
は　
記　
念　

館　
一　
つ　
な　
く　
、　
宮　
本　
を　
知　
る　
人　
は　
ほ　

と　
ん　
ど　
い　
な　
か　
っ　
た　
」　
指　
摘　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　宮

本
常
一
と

作
家
「
水
上
　
勉
」

―
山
が
高
い
と
麓
の
人
に
は

そ
の
偉
大
さ
が
解
ら
な
い
―

宮　
本　
家　
に　
行　
く　
と　
、　
宮　
本　
先　
生　
が　

亡　
く　
な　
ら　
れ　
た　
後　
、　
訪　
問　
さ　
れ　
た　

方　
々　
の　
芳　
名　
簿　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
大　
勢　

の　
人　
が　
訪　
ね　
て　
き　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
そ　

の　
中　
に　
作　
家　
の　
水　
上　
勉　
さ　
ん　
の　
名　
が　

あ　
り　
ま　
す　
。　

水　
上　
勉　
さ　
ん　
は　
宮　
本　
先　
生　
と　
対　
談　

さ　
れ　
た　
際　
、　
ま　
さ　
か　
知　
ら　
な　
い　
だ　
ろ　

う　
と　
思　
っ　
て　
話　
し　
た　
自　
分　
の　
故　
郷　
の　

こ　
と　
、　
そ　
れ　
も　
不　
便　
な　
と　
こ　
ろ　
な　
の　

に　
、　
わ　
ざ　
わ　
ざ　
訪　
ね　
て　
き　
て　
調　
査　
さ　

れ　
て　
い　
た　
こ　
と　
で　
の　
驚　
き　
、　
し　
か　
も　

貧　
乏　
な　
村　
ゆ　
え　
に　
行　
わ　
れ　
て　
き　
た　
、　

忌　
ま　
わ　
し　
い　
出　
来　
事　
に　
、　
理　
解　
を　
し　

て　
お　
ら　
れ　
た　
こ　
と　
へ　
の　
有　
り　
難　
さ　
と　

偉　
大　
さ　
に　
、　
敬　
意　
を　
持　
た　
れ　
た　
こ　
と　
、　

白　
木　
の　
地　
名　
と　
同　
じ　
白　
木　
山　
が　
東　
和　

町　
に　
あ　
る　
こ　
と　
を　
知　
り　
、　
そ　
れ　
を　
見　

た　
か　
っ　
た　
こ　
と　
な　
ど　
を　
、　
奥　
様　
に　
話　

さ　
れ　
た　
よ　
う　
で　
す　
。　

そ　
の　
と　
き　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
偉　
大　
さ　

を　
、　
地　
元　
の　
人　
が　
あ　
ま　
り　
に　
も　
知　
ら　

な　
い　
こ　
と　
へ　
の　
驚　
き　
を　
、　

『　
山　
が　
高　
い　
と　
麓　
の　
人　
に　
は　
、　
そ　

の　
偉　
大　
さ　
が　
解　
ら　
な　
い　
』　

と　
い　
う　
表　
現　
で　
示　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

芳　
名　
帳　
に　
は　
、　
水　
上　
勉　
氏　
の　
ほ　
か　
に　
、　

社　
会　
学　
者　
の　
加　
藤　
英　
俊　
、　
作　
家　
の　
高　

田　
宏　
氏　
な　
ど　
著　
名　
な　
方　
々　
の　
名　
が　
記　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
当　
時　
は　
柳　
居　
俊　
学　
さ　
ん　
が　
町　

長　
で　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
か　
ら　
、　
地　
元　
に　
宮　

本　
先　
生　
を　
知　
る　
た　
め　
の　
資　
料　
館　
を　
作　

る　
よ　
う　
、　強　
く　
進　
め　
ら　
れ　
た　
よ　
う　
で　
す　
。　

そ　
の　
内　
容　
は　
宮　
本　
先　
生　
の　
生　
い　
立　

ち　
が　
解　
る　
こ　
と　
、　
金　
持　
ち　
で　
も　
な　
い　
、　

農　
家　
出　
身　
の　
宮　
本　
先　
生　
が　
、　
い　
か　
に　

勉　
強　
し　
、　
民　
俗　
学　
者　
と　
し　
て　
偉　
大　
に　

な　
っ　
た　
の　
か　
、　
そ　
の　
経　
緯　
の　
解　
る　
資　

料　
館　
で　
あ　
っ　
て　
欲　
し　
い　
、　
立　
派　
な　
も　

と　
い　
う　
よ　
り　
、　
ほ　
か　
で　
は　
出　
来　
な　
い　

も　
の　
で　
あ　
っ　
て　
欲　
し　
い　
も　
の　
で　
す　
。　

水　
上　
さ　
ん　
の　
指　
摘　
さ　
れ　
た　
、　
山　
が　

高　
い　
と　
地　
元　
で　
は　
、　
そ　
の　
偉　
大　
さ　
が　

解　
ら　
な　
い　
も　
の　
だ　
と　
い　
う　
言　
葉　
を　
肝　

に　
銘　
じ　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
偉　
業　
を　
知　
る　

手　
だ　
て　
を　
東　
和　
町　
に　
残　
し　
た　
い　
も　
の　

で　
す　
。　

水　
上　
勉　
さ　
ん　
の　
話　
よ　
り　
②　

◆　

子　
供　
た　
ち　
の　
勉　
強　
の　
場　
で　
あ　

っ　
て　
欲　
し　
い　

第　
一　
に　
見　
せ　
ね　
ば　
な　
ら　
な　
い　
の　

は　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
で　
あ　
る　
。　
こ　
こ　
で　

生　
ま　
れ　
た　
宮　
本　
先　
生　
が　
ど　
ん　
な　
物　
を　

使　
っ　
て　
、　
ど　
の　
よ　
う　
な　
勉　
強　
を　
し　
て　

い　
っ　
た　
か　
、　
こ　
れ　
を　
先　
ず　
教　
え　
る　
の　

が　
本　
当　
の　
教　
育　
と　
い　
え　
る　
。　

◆　

学　
校　
の　
先　
生　
方　
は　
子　
ど　
も　
た　
ち　
に　

こ　
の　
よ　
う　
な　
教　
育　
も　
し　
て　
も　
ら　
い　
た　

い　
。　
こ　
れ　
が　
本　
当　
の　
教　
育　
で　
あ　
る　
。　

こ　
れ　
で　
愛　
郷　
心　
が　
養　
わ　
れ　
る　
。　

◆　

足　
下　
を　
見　
つ　
め　
る　
こ　
と　
か　
ら　

始　
め　
る　
。　

東　
和　
町　
の　
人　
は　
宮　
本　
先　
生　
の　
他　
に　

も　
、　
大　
勢　
の　
立　
派　
な　
方　
が　
生　
ま　
れ　
育　

っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
、　
ま　
ず　
し　
ら　
ね　
ば　

な　
ら　
な　
い　
し　
、　
そ　
れ　
を　
地　
元　
で　
教　
え　
、　

理　
解　
で　
き　
る　
場　
を　
作　
ら　
ね　
ば　
な　
ら　
な　

い　
。　
そ　
れ　
が　
宮　
本　
資　
料　
館　
で　
あ　
っ　
て　

欲　
し　
い　
。　

◆　

都　
会　
に　
出　
て　
学　
ぶ　
こ　
と　
も　
よ　
い　

が　
、　
先　
ず　
田　
舎　
で　
学　
び　
故　
郷　
を　
知　
り　
、　

愛　
郷　
心　
を　
も　
つ　
こ　
と　
が　
大　
切　
で　
あ　

る　
。　
故　
郷　
を　
忘　
れ　
る　
よ　
う　
な　
教　
育　
は　

し　
な　
い　
こ　
と　
。　
宮　
本　
先　
生　
の　
展　
示　
館　

は　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
故　
郷　
で　
学　
ぶ　
場　
所　

で　
あ　
っ　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
。　

◆　

展　
示　
物　
は　
他　
に　
は　
な　
い　
身　
近　

な　
物　
が　
欲　
し　
い　

宮　
本　
先　
生　
は　
こ　
つ　
こ　
つ　
と　
自　
分　
の　

足　
で　
日　
本　
中　
を　
回　
り　
、　
常　
民　
に　
接　
し　
、　

話　
を　
聞　
き　
、　
常　
民　
か　
ら　
観　
る　
史　
観　
を　

打　
ち　
立　
て　
ら　
れ　
た　
。　
そ　
し　
て　
大　
学　
を　

出　
な　
い　
で　
ア　
カ　
デ　
ミ　
ッ　
ク　
な　
学　
問　
の　

世　
界　
で　
、　
立　
派　
な　
学　
者　
に　
な　
ら　
れ　
た　
。　

こ　
こ　
ま　
で　
に　
ど　
の　
よ　
う　
に　
し　
て　
到　
達　

さ　
れ　
た　
か　
、　
解　
る　
よ　
う　
な　
資　
料　
を　
集　

め　
て　
展　
示　
し　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
。　
こ　
こ　

に　
し　
か　
な　
い　
物　
、　
こ　
れ　
が　
本　
当　
の　
宝　

で　
あ　
り　
、　
大　
切　
な　
物　
で　
あ　
る　
。　

◆　

故　
郷　
の　
教　
育　
は　
ま　
ず　
故　
郷　
を　
知　
る　

こ　
と　
か　
ら　
始　
め　
、　
都　
会　
で　
は　
学　
べ　
な　

い　
も　
の　
を　
学　
ん　
で　
お　
く　
こ　
と　
が　
大　
切　

な　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

以　
上　
か　
ら　
い　
え　
る　
こ　
と　
は　
た　
だ　
資　

料　
館　
と　
し　
て　
展　
示　
す　
る　
だ　
け　
で　
な　

く　
、　
故　
郷　
と　
し　
て　
の　
東　
和　
町　
を　
知　
る　

こ　
と　
か　
ら　
始　
め　
、　
愛　
郷　
心　
を　
持　
ち　
、　

都　
会　
に　
出　
て　
も　
故　
郷　
を　
忘　
れ　
ず　
、　
大　

切　
に　
す　
る　
人　
を　
育　
て　
る　
場　
で　
あ　
っ　
て　

も　
ら　
い　
た　
い　
。　

私　
た　
ち　
は　
宮　
本　
先　
生　
の　
優　
れ　
た　
業　

績　
を　
見　
直　
す　
と　
共　
に　
、　
改　
め　
て　
後　
代　

に　
記　
念　
と　
し　
て　
残　
す　
た　
め　
の　
事　
業　
を　

興　
し　
た　
い　
と　
考　
え　
ま　
す　
。　

郷 土
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記念事業専門部会長
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文
化
発
祥
の
地

長
崎
視
察
旅
行

岩

本

重

雄

（　
一　
）　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
の　
旧　
跡　

シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
は　
日　
本　
に　
近　
代　
西　
洋　

医　
学　
を　
伝　
え　
、　
科　
学　
的　
な　
総　
合　
調　
査　

に　
も　
と　
づ　
い　
て　
、　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
に　
日　

本　
を　
紹　
介　
し　
た　
最　
初　
の　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　

人　
で　
あ　
っ　
た　
。　
私　
の　
心　
の　
中　
に　
は　
そ　

の　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
が　
江　
戸　
参　
府　
往　
路　
の　

途　
中　
、　
文　
政　
九　
年　
三　
月　
二　
九　
日　
、　
沖　

家　
室　
に　
上　
陸　
し　
た　
と　
い　
う　
五　
条　
の　
桜　

並　
木　
に　
建　
立　
さ　
れ　
た　
記　
念　
碑　
が　
浮　
か　

ん　
で　
い　
た　
。　

長　
崎　
に　
到　
着　
す　
る　
と　
雨　
の　
中　
を　
直　

ち　
に　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
の　
住　
居　
跡　
を　
見　
物　

し　
な　
が　
ら　
資　
料　
館　
に　
入　
っ　
た　
。　
シ　
ー　

ボ　
ル　
ト　
の　
偉　
大　
さ　
を　
実　
感　
し　
つ　
つ　
、　

陳　
列　
さ　
れ　
た　
五　
十　
人　
に　
及　
ぶ　
門　
弟　
達　

の　
活　
躍　
と　
努　
力　
、　
苦　
心　
の　
筆　
跡　
が　
感　

激　
で　
あ　
っ　
た　
。　
立　
派　
に　
筆　
字　
で　
記　
録　

さ　
れ　
た　
江　
戸　
時　
代　
若　
者　
の　
努　
力　
の　
結　

晶　
に　
涙　
さ　
え　
催　
ほ　
し　
た　
。　

（　
二　
）　

出　
島　
跡　

出　
島　
は　
も　
と　
も　
と　
長　
崎　
の　
町　
な　
か　

に　
住　
ん　
で　
い　
た　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
人　
を　
隔　

離　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
幕　
府　
の　
命　
令　
に　
よ　

っ　
て　
築　
か　
れ　
た　
人　
工　
の　
島　
で　
あ　
っ　
た　

が　
現　
在　
は　
地　
続　
き　
で　
あ　
っ　
た　
。　
二　
百　

年　
前　
に　
海　
底　
か　
ら　
築　
か　
れ　
た　
石　
垣　
が　

昔　
の　
ま　
ま　
に　
面　
影　
を　
止　
め　
て　
い　
た　
。　

門　
限　
を　
過　
ぎ　
て　
い　
た　
が　
許　
可　
を　
得　
て　

場　
内　
を　
見　
学　
し　
た　
。　
頑　
丈　
な　
門　
の　
み　

で　
往　
時　
の　
建　
物　
は　
無　
く　
、　
当　
時　
を　
物　

語　
る　
模　
型　
が　
一　
角　
に　
あ　
っ　
た　
。　
連　
想　

を　
呼　
び　
起　
こ　
す　
立　
派　
な　
築　
造　
で　
あ　
っ　

た　
。　翌　

朝　
は　
グ　
ラ　
バ　
ー　
邸　
を　
見　
学　
し　
市　

街　
を　
展　
望　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
村　
を　
見　
て　
、　

長　
崎　
チ　
ャ　
ン　
ポ　
ン　
（　
に　
ぎ　
り　
め　
し　
が　

つ　
い　
て　
い　
る　
和　
洋　
折　
衷　
）　
に　
舌　
鼓　
み　

を　
打　
ち　
な　
が　
ら　
、　
往　
古　
の　
偉　
人　
達　
の　

先　
見　
性　
に　
思　
い　
を　
馳　
せ　
な　
が　
ら　
長　
崎　

に　
別　
れ　
を　
告　
げ　
た　
。　

シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
記
念
館
を

視
察
し
て

迫

田

彌

之

シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
（　
フ　
ィ　
リ　
ッ　
プ　
・　
フ　
ラ　

ン　
ツ　・　フ　
ォ　
ン　
・　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
）　は　
、　文　
政　
六　

年　
八　
月　
十　
一　
日　
（　
旧　
暦　
七　
月　
六　
日　
）　

二　
十　
七　
才　
の　
時　
、　
長　
崎　
に　
来　
た　
。　
当　

時　
幕　
府　
は　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
と　
清　
国　
に　
対　
し　

て　
の　
み　
、　
長　
崎　
の　
出　
島　
に　
於　
い　
て　
、　

制　
限　
さ　
れ　
た　
貿　
易　
を　
許　
可　
し　
て　
い　
た　
。　

シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
は　
日　
本　
に　
近　
代　
医　
学　

を　
伝　
え　
、　
又　
科　
学　
的　
な　
総　
合　
調　
査　
に　

基　
づ　
い　
て　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
へ　
日　
本　
を　
紹　

介　
し　
た　
最　
初　
の　
異　
国　
人　
で　
あ　
る　
。　
当　

時　
ア　
ジ　
ア　
諸　
国　
が　
次　
第　
に　
欧　
米　
諸　
国　

に　
よ　
っ　
て　
植　
民　
化　
さ　
れ　
つ　
つ　
あ　
っ　
た　

が　
、　
日　
本　
が　
独　
立　
し　
た　
国　
家　
を　
存　
続　

し　
て　
い　
く　
の　
は　
、　
ど　
の　
よ　
う　
な　
外　
交　

を　
展　
開　
す　
れ　
ば　
良　
い　
か　
真　
剣　
に　
考　

え　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
や　
ロ　
シ　
ア　
、　
さ　
ら　
に　

幕　
府　
に　
対　
し　
て　
、　
数　
々　
の　
提　
案　
を　
し　

た　
日　
本　
の　
平　
和　
的　
開　
国　
案　
は　
、　
諸　
外　

国　
が　
結　
ん　
で　
い　
る　
不　
平　
等　
な　
条　
約　
の　

内　
容　
と　
比　
べ　
れ　
ば　
遙　
か　
に　
日　
本　
の　
国　

益　
を　
尊　
重　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
こ　

よ　
な　
く　
日　
本　
を　
愛　
し　
た　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　

を　
私　
た　
ち　
は　
忘　
れ　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
。　

文　
政　
十　
一　
年　
（　
一　
八　
二　
八　
年　
）　
い　

わ　
ゆ　
る　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
事　
件　
で　
翌　
年　
国　

外　
追　
放　
と　
な　
る　
。　
そ　
の　
後　
再　
び　
安　
政　

六　
年　
（　
一　
八　
五　
九　
年　
）　
に　
来　
日　
し　
た　
。　

こ　
の　
時　
も　
日　
本　
の　
利　
益　
と　
な　
る　
方　

法　
を　
第　
一　
に　
考　
え　
、　
諸　
外　
国　
と　
向　
か　

い　
合　
っ　
た　
。　
諸　
外　
国　
は　
好　
ま　
し　
く　
な　

く　
思　
い　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
政　
府　
は　
帰　
国　
さ　

せ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

わ　
が　
東　
和　
町　
に　
文　
政　
九　
年　
三　
月　
二　

日　
・　
三　
日　
と　
六　
月　
二　
十　
五　
日　
に　
江　
戸　

参　
府　
往　
復　
路　
に　
沖　
家　
室　
に　
停　
泊　
し　
て　

い　
る　
。　
そ　
の　
時　
、　
牛　
ヶ　
首　
に　
上　
陸　
し　

周　
辺　
の　
島　
々　
の　
ス　
ケ　
ッ　
チ　
や　
植　
物　
採　

集　
を　
し　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
場　
所　
に　
シ　
ー　

ボ　
ル　
ト　
上　
陸　
記　
念　
碑　
が　
建　
立　
さ　
れ　
、　

往　
時　
を　
偲　
ば　
せ　
て　
い　
る　
。　
ま　
た　
、　
彼　

は　
日　
本　
女　
タ　
キ　
と　
結　
婚　
し　
、　
娘　
の　
イ　

ネ　
は　
西　
洋　
医　
学　
を　
修　
行　
し　
明　
治　
三　
年　

産　
科　
医　
を　
開　
業　
し　
、　
皇　
室　
の　
典　
医　
と　

し　
て　
宮　
内　
省　
の　
御　
用　
掛　
を　
命　
じ　
ら　
れ　

た　
。　
又　
長　
男　
の　
ア　
レ　
ク　
サ　
ン　
ダ　
ー　
は　

外　
交　
官　
と　
な　
り　
来　
日　
し　
、　
父　
の　
志　
を　

継　
い　
で　
い　
る　
。　

シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
の　
日　
本　
に　
か　
け　
た　
熱　

い　
思　
い　
を　
、　
記　
念　
館　
に　
展　
示　
し　
て　
あ　

る　
数　
々　
の　
資　
料　
を　
み　
て　
感　
じ　
る　
こ　
と　

が　
出　
来　
た　
。　
尚　
東　
和　
町　
和　
田　
の　
青　
木　

周　
弼　
も　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
の　
高　
弟　
で　
あ　
っ　

た　
こ　
と　
も　
忘　
れ　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
。　

江　
戸　
時　
代　
に　
東　
和　
町　
と　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　

人　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
と　
の　
接　
点　
が　
あ　
っ　
た　

と　
言　
う　
こ　
と　
は　
不　
思　
議　
な　
気　
が　
す　

る　
。　
私　
た　
ち　
も　
歴　
史　
を　
知　
り　
学　
ぶ　
事　

が　
大　
切　
と　
思　
う　
。　

わ　
が　
町　
に　
も　
今　
昔　
の　
先　
人　
先　
達　
の　

偉　
業　
や　
資　
料　
を　
残　
す　
館　
で　
、　二
十　
一　
世　

紀　
に　
歴　
史　
や　
文　
化　
を　
伝　
え　
豊　
か　
な　
故　

郷　
の　
発　
展　
に　
つ　
な　
げ　
た　
い　
も　
の　
で　
す　
。　

平　
成　
八　
年　
十　
月　
十　
七　
・　
十　
八　
日　
は　

有　
意　
義　
な　
研　
修　
視　
察　
で　
あ　
っ　
た　
。　
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と
ど
け
太
鼓
の
音
、

宮
本
先
生
へ
！

中

本

健

雄

第　
二　
回　
鬼　

太　
鼓　
座　
公　
演　

が　
、　宮　
本　
ア　

サ　
子　
さ　
ん　
、　

光　
さ　
ん　
、　鬼　

太　

鼓　
座　

創　

始　
者　
の　
田　
耕　

さ　
ん　
座　
員　
一　
同　

皆　
様　
の　
ご　
好　
意　
に　
よ　
り　
、　十　
一　
月　
五　

日　
、　東　
和　
中　
学　
校　
体　
育　
館　
に　
お　
い　
て　
、　

昼　
夜　
二　
回　
行　
わ　
れ　
た　
。　
昼　
の　
部　
は　
東　

和　
町　
内　
の　
全　
中　
学　
生　
を　
対　
象　
に　
行　
わ　

れ　
、　
公　
演　
終　
了　
後　
、　
希　
望　
者　
全　
員　
に　

大　
太　
鼓　
を　
始　
め　
、　
中　
、　
小　
太　
鼓　
ま　
で　

打　
た　
せ　
て　
頂　
き　
、　中　
学　
生　
に　
は　
太　
鼓　

の　
音　
と　
と　
も　
に　
、　す　
ば　
ら　
し　
い　
思　
い　

出　
に　
な　
っ　
た　
こ　
と　
と　
思　
う　
。　

夜　
は　
雨　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
大　
島　

郡　
内　
よ　
り　
多　
数　
の　
皆　
様　
が　
あ　
つ　
ま　

り　
、　
西　
木　
東　
和　
町　
長　
さ　
ん　
、　
柳　
居　
県　

議　
会　
議　
員　
さ　
ん　
よ　
り　
の　
ご　
挨　
拶　
、　
田　

耕　
さ　
ん　
よ　
り　
宮　
本　
先　
生　
に　
つ　
い　
て　
の　

お　
話　
の　
後　
、　
座　
員　
全　
員　
の　
迫　
力　
あ　
る　
、　

躍　
動　
感　
に　
あ　
ふ　
れ　
た　
太　
鼓　
の　
音　
に　
い　

つ　
ま　
で　
も　
拍　
手　
が　
続　
き　
ま　
し　
た　
。　

翌　
日　
は　
早　
朝　
よ　
り　
大　
島　
特　
産　
の　
み　

か　
ん　
狩　
り　
を　
楽　
し　
ん　
で　
大　
阪　
公　
演　
へ　

出　
発　
し　
ま　
し　
た　
。　

後　
日　
、　
田　
耕　
さ　
ん　
と　
座　
員　
皆　
様　
よ　

り　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
記　
念　
館　
建　
設　
に　
役　

立　
て　
頂　
き　
た　
い　
と　
い　
う　
ご　
好　
意　
を　
頂　

き　
厚　
く　
お　
礼　
申　
し　
上　
げ　
ま　
し　
た　
。　

▲長崎出島の復元模型



月
日
は
流
れ
て

か　
つ　
て　
芭　
蕉　
は　
、　
「　
月　
日　
は　
百　
代　

の　
過　
客　
に　
し　
て　
行　
き　
か　
ふ　
人　
も　
ま　
た　

旅　
人　
な　
り　
…　
…　
」　
と　
言　
い　
ま　
し　
た　
。　

旅　
の　
達　
人　
、　
旅　
か　
ら　
旅　
を　
続　
け　
、　
ま　

さ　
に　
「　
歩　
く　
、　
見　
る　
、　
聞　
く　
」　
と　
い　

う　
人　
生　
を　
身　
を　
持　
っ　
て　
送　
ら　
れ　
た　
の　

が　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
で　
し　
た　
。　
そ　
の　
結　

果　
と　
し　
て　
膨　
大　
な　
宮　
本　
学　
が　
今　
、　
私　

た　
ち　
に　
残　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
宮　
本　
先　
生　
が　
お　
亡　
く　
な　
り　
に　

な　
ら　
れ　
て　
、　
は　
や　
十　
六　
年　
余　
の　
月　
日　

が　
流　
れ　
ま　
し　
た　
。　
今　
年　
の　
一　
月　
三　
十　

日　
で　
の　
命　
日　
は　
十　
七　
回　
忌　
と　
い　
う　
こ　

と　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

先　
生　
は　
晩　
年　
、　
東　
和　
町　
郷　
土　
大　
学　

を　
開　
校　
さ　
れ　
、　
郷　
土　
で　
学　
ぶ　
こ　
と　
、　

ふ　
る　
さ　
と　
の　
再　
生　
は　
い　
か　
に　
す　
べ　
き　

か　
と　
い　
う　
こ　
と　
を　
後　
進　
の　
私　
た　
ち　
に　

示　
し　
て　
下　
さ　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
大　
学　

に　
参　
集　
し　
た　
血　
気　
盛　
ん　
な　
青　
年　
だ　
っ　

た　
面　
々　
も　
、　
今　
、　
頭　
に　
白　
い　
も　
の　
が　

ち　
ら　
ほ　
ら　
し　
は　
じ　
め　
、　
中　
に　
は　
相　
当　

後　
退　
し　
た　
も　
の　
も　
い　
る　
よ　
う　
で　
す　
。　

確　
実　
に　
歳　
月　
は　
刻　
ま　
れ　
ま　
し　
た　
。　

記
念
事
業
は
じ
ま
る

先　
生　
亡　
き　
あ　
と　
、　
そ　
の　
志　
を　
継　
ご　

う　
と　
当　
時　
町　
長　
だ　
っ　
た　
柳　
居　
俊　
学　
氏　

（　
現　
県　
議　
）　
が　
先　
達　
と　
な　
り　
、　
昭　
和　

六　
十　
二　
年　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
が　
始　

ま　
り　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
記　
念　
事　
業　
の　
基　

本　
理　
念　
は　
、　
「　
…　
こ　
の　
事　
業　
は　
単　
に　

宮　
本　
常　
一　
先　
生　
の　
業　
績　
を　
顕　
彰　
す　
る　

た　
め　
に　
行　
う　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
。　
宮　
本　

先　
生　
の　
理　
念　
を　
継　
承　
し　
、　
東　
和　
町　
の　

発　
展　
と　
町　
民　
の　
幸　
せ　
を　
願　
っ　
て　
行　
う　

も　
の　
で　
あ　
る　
。　
」　
と　
さ　
れ　
、　
は　
な　
ば　

な　
し　
く　
ス　
タ　
ー　
ト　
し　
た　
の　
で　
し　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
基　
本　
方　
向　
と　
し　
て　
「　
外　
に　

出　
た　
人　
が　
子　
々　
孫　
々　
に　
い　
た　
る　
ま　

で　
、　
ふ　
る　
さ　
と　
と　
し　
て　
愛　
着　
を　
も　
ち　
、　

誇　
り　
に　
す　
る　
こ　
と　
の　
で　
き　
る　
東　
和　

町　
。　
外　
に　
出　
た　
人　
が　
帰　
り　
た　
い　
と　
き　

に　
安　
心　
し　
て　
帰　
る　
こ　
と　
の　
で　
き　
る　
東　

和　
町　
。　
東　
和　
町　
は　
そ　
う　
い　
う　
町　
で　
あ　

っ　
た　
。　
将　
来　
の　
東　
和　
町　
も　
よ　
り　
よ　
い　

状　
態　
で　
そ　
う　
い　
う　
町　
で　
あ　
り　
続　
け　
な　

け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　

町　
民　
み　
ん　
な　
で　
『　
村　
お　
こ　
し　
』　
を　

考　
え　
、　ま　
ず　
一　
人　
ひ　
と　
り　
が　
で　
き　
る　
こ　

と　
か　
ら　
実　
行　
し　
た　
い　
も　
の　
だ　
っ　
た　
。　

ま　
ず　
一　
歩　
行　
動　
を　
起　
こ　
せ　
ば　
、　
お　
の　

ず　
と　
開　
け　
て　
来　
る　
は　
ず　
で　
あ　
る　
。　」　

志　
は　
高　
く　
、　
意　
気　
軒　
昂　
で　
し　
た　
。　

こ　
の　
間　
、　
記　
念　
事　
業　
と　
し　
て　
ふ　
る　
さ　

と　
づ　
く　
り　
実　
行　
委　
員　
会　
と　
共　
催　
の　
講　

演　
会　
、　
シ　
ン　
ポ　
ジ　
ウ　
ム　
、　
座　
談　
会　
の　

開　
催　
、　
宮　
本　
先　
生　
撮　
影　
フ　
ィ　
ル　
ム　
複　

製　
作　
業　
、　
古　
い　
写　
真　
の　
収　
集　
作　
業　
、　

史　
跡　
案　
内　
版　
の　
設　
置　
、　
機　
関　
紙　
「　
郷　

土　
」　
の　
発　
行　
な　
ど　
を　
行　
っ　
て　
き　
ま　
し　

た　
。　
そ　
の　
方　
向　
づ　
け　
が　
東　
和　
町　
の　
町　

づ　
く　
り　
の　
一　
翼　
を　
に　
な　
っ　
て　
い　
た　
と　

思　
い　
ま　
す　
。　
教　
育　
委　
員　
会　
で　
お　
こ　
な　

っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
民　
具　
の　
収　
集　
や　
収　
蔵　

庫　
の　
建　
設　
、　
東　
和　
町　
誌　
そ　
の　
資　
料　
編　

の　
発　
行　
も　
宮　
本　
先　
生　
の　
薫　
陶　
の　
た　
ま　

も　
の　
で　
す　
。　

当　
初　
の　
高　
い　
志　
、　
意　
気　
を　
考　
え　
る　

と　
、　
ま　
だ　
ま　
だ　
た　
り　
な　
い　
と　
こ　
ろ　
ば　

か　
り　
が　
目　
に　
つ　
き　
ま　
す　
。　
宮　
本　
先　
生　

の　
名　
を　
掲　
げ　
て　
の　
事　
業　
で　
す　
。　
そ　
の　

実　
り　
の　
少　
な　
き　
を　
申　
し　
訳　
な　
く　
思　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　

た　
だ　
宮　
本　
先　
生　
の　
旗　
を　
掲　
げ　
て　
、　

今　
日　
ま　
で　
こ　
れ　
た　
と　
言　
う　
こ　
と　
に　
意　

味　
も　
少　
し　
は　
あ　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
か　

と　
も　
思　
い　
ま　
す　
。　

旅
す
る
巨
人

最　
近　
、　
相　
次　
い　
で　
宮　
本　
先　
生　
の　
評　

伝　
が　
発　
行　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
「　
彷　
徨　

の　
ま　
な　
ざ　
し　
」　、　「　
日　
本　
民　
衆　
の　
文　
化　

と　
実　
像　
」　（　
長　
浜　
功　
著　
）　、　そ　
れ　
に　
「　
旅　

す　
る　
巨　
人　
」　（　
佐　
野　
眞　
一　
著　
）　
で　
す　
。　宮　
本　

先　
生　
の　
こ　
と　
は　
、　そ　
の　
他　
雑　
誌　
に　
も　

色　
々　
と　
取　
り　
上　
げ　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

特　
に　
佐　
野　
氏　
の　
「　
旅　
す　
る　
巨　
人　
」　

は　
、　
今　
年　
の　
大　
宅　
壮　
一　
賞　
を　
受　
賞　
さ　

れ　
、　
高　
い　
評　
価　
を　
得　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
評　
伝　
の　
あ　
と　
が　
き　
に　
氏　
は　
、　

「　
こ　
の　
評　
伝　
を　
書　
き　
お　
え　
て　
あ　
ら　
た　

め　
て　
思　
う　
の　
は　
、　
こ　
の　
列　
島　
に　
も　
か　

つ　
て　
は　
、　
誇　
る　
べ　
き　
日　
本　
人　
、　
美　
し　

い　
日　
本　
人　
が　
い　
た　
と　
い　
う　
あ　
る　
意　
味　

で　
き　
わ　
め　
て　
単　
純　
な　
事　
実　
で　
あ　
る　
。　

名　
誉　
や　
栄　
達　
を　
一　
切　
望　
ま　
ず　
、　
黙　
々　

と　
日　
本　
列　
島　
の　
隅　
々　
ま　
で　
歩　
い　
た　
宮　

本　
常　
一　
も　
、　
豪　
邸　
を　
物　
納　
し　
て　
平　
然　

と

“　二　
コ　
没　
”　
生　
活　
に　
甘　
ん　
じ　
た　
渋　

沢　
敬　
三　
も　
、　
宝　
石　
の　
よ　
う　
な　
輝　
き　
を　

持　
っ　
て　
い　
る　
。　
―　
略　
―　

日　
本　
人　
は　
つ　
い　
こ　
の　
間　
ま　
で　
、　
経　

済　
成　
長　
こ　
そ　
自　
己　
の　
拡　
大　
と　
信　
じ　
て　

疑　
わ　
ず　
、　
ひ　
た　
走　
り　
に　
走　
っ　
て　
き　
た　
。　

だ　
が　
、　
バ　
ブ　
ル　
経　
済　
の　
崩　
壊　
で　
元　
も　

子　
も　
な　
く　
し　
、　
日　
本　
人　
の　
胸　
に　
は　
今　
、　

虚　
ろ　
な　
空　
洞　
だ　
け　
が　
広　
が　
っ　
て　
い　

る　
。　
そ　
れ　
だ　
け　
に　
二　
人　
が　
歩　
い　
た　
日　

本　
の　
村　
々　
の　
急　
速　
な　
解　
体　
と　
大　
衆　
と　

よ　
ば　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
庶　
民　
の　
た　

し　
な　
み　
の　
目　
を　
お　
お　
い　
た　
く　
な　
る　
よ　

う　
な　
劣　
化　
に　
思　
い　
を　
い　
た　
す　
と　
き　
、　

い　
ま　
も　
ふ　
い　
に　
胸　
を　
え　
ぐ　
ら　
れ　
る　
よ　

う　
な　
思　
い　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
て　
な　
ら　
な　

い　
」　。　
「　
旅　
す　
る　
巨　
人　
」　
を　
読　
ん　
で　
あ　

ら　
た　
め　
て　
宮　
本　
先　
生　
の　
深　
く　
広　
い　
世　

界　
に　
ふ　
れ　
た　
よ　
う　
な　
気　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。

読　
ん　
で　
い　
る　
う　
ち　
に　
静　
か　
に　
心　
が　
奮　

い　
起　
つ　
よ　
う　
な　
感　
動　
的　
な　
本　
で　
す　
。　

こ
れ
か
ら

昨　
年　
十　
一　
月　
、　
推　
進　
部　
会　
で　
長　
崎　

シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
記　
念　
館　
に　
視　
察　
研　
修　
に　

行　
き　
ま　
し　
た　
。　
先　
人　
の　
残　
し　
た　
も　
の　

を　
き　
ち　
ん　
と　
継　
承　
し　
て　
い　
る　
姿　
に　
感　

動　
し　
ま　
し　
た　
。　
過　
去　
が　
あ　
っ　
て　
今　
日　

が　
あ　
り　
、　
そ　
し　
て　
未　
来　
も　
そ　
の　
連　
な　

り　
の　
中　
で　
展　
開　
し　
て　
い　
く　
の　
で　
す　
。　

歴　
史　
学　
、　
民　
俗　
学　
が　
未　
来　
学　
で　
あ　
る　

所　
以　
で　
す　
。　
今　
、　
宮　
本　
記　
念　
館　
建　
設　

の　
こ　
と　
が　
各　
方　
面　
で　
言　
わ　
れ　
は　
じ　
め　

て　
い　
ま　
す　
。　
今　
、　
そ　
の　
時　
と　
思　
う　
の　

で　
す　
が　
い　
か　
が　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　
「　
温　

故　
知　
新　
」　
と　
い　
う　
こ　
と　
な　
し　
に　
は　
、　

未　
来　
の　
展　
開　
は　
開　
く　
こ　
と　
は　
出　
来　
な　

い　
と　
思　
う　
の　
で　
す　
。　
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昭　
和　
五　
十　
五　
年　
三　
月　
東　
和　
町　
の　
若　
い　
人　
び　
と　
を　
集　
め　
て　
郷　
土　
大　
学　

を　
つ　
く　
っ　
た　
。　
年　
に　
三　
十　
回　
す　
ぐ　
れ　
た　
人　
を　
講　
師　
に　
頼　
み　
、　
勉　
強　
さ　

せ　
る　
と　
い　
う　
も　
の　
で　
、　
多　
く　
の　
企　
画　
を　
た　
て　
、　
実　
践　
し　
た　
宮　
本　
の　
最　

後　
の　
作　
品　
と　
い　
っ　
て　
よ　
か　
ろ　
う　
。　
浜　
辺　
の　
家　
に　
帰　
り　
、　
妻　
と　
子　
、　
孫　

と　
暮　
ら　
し　
、　
慕　
い　
寄　
る　
ふ　
る　
さ　
と　
の　
若　
者　
た　
ち　
を　
教　
育　
す　
る　
。　
そ　
れ　

が　
つ　
い　
の　
夢　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
ろ　
う　
か　
。　



東　
和　
町　
に　
は　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
か　
ら　

石　
造　
物　
調　
査　
の　
お　
話　
が　
あ　
っ　
て　
、　
は　

じ　
め　
て　
う　
か　
が　
い　
ま　
し　
た　
。　
『　
東　
和　

町　
誌　
』　
の　
調　
査　
が　
ま　
だ　
行　
わ　
れ　
て　
い　

た　
二　
〇　
年　
程　
前　
の　
こ　
と　
で　
す　
。　

先　
生　
か　
ら　
「　
調　
査　
は　
つ　
ま　
み　
ぐ　
い　

で　
は　
い　
け　
な　
い　
」　
と　
の　
指　
導　
が　
あ　
り　
、　

東　
和　
町　
全　
域　
の　
信　
仰　
や　
く　
ら　
し　
に　
か　

か　
わ　
る　
石　
造　
物　
の　
調　
査　
を　
い　
た　
し　
ま　

し　
た　
。　
モ　
ノ　
が　
中　
心　
の　
調　
査　
で　
し　
た　

が　
、　
ま　
つ　
り　
や　
く　
ら　
し　
も　
あ　
わ　
せ　
調　

査　
し　
ま　
し　
た　
。　
た　
だ　
し　
、　
『　
東　
和　
町　

誌　
・　
各　
論　
編　
』　
で　
は　
モ　
ノ　
が　
中　
心　
と　

な　
り　
、　
調　
査　
が　
不　
充　
分　
だ　
っ　
た　
こ　
と　

も　
あ　
り　
ま　
つ　
り　
や　
く　
ら　
し　
は　
省　
略　
し　

た　
の　
で　
す　
。　

五　
年　
程　
前　
に　
平　
野　
と　
森　
で　
民　
俗　
調　

査　
を　
す　
る　
機　
会　
が　
あ　
り　
、　
東　
和　
町　
の　

く　
ら　
し　
の　
現　
状　
も　
知　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　

ま　
し　
た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
都　
会　
に　
出　
る　
人　

が　
多　
く　
、　
地　
域　
の　
く　
ら　
し　
が　
伝　
わ　
ら　

ず　
、　
あ　
わ　
せ　
て　
高　
齢　
化　
が　
す　
す　
み　
、　

東　
和　
町　
の　
伝　
統　
文　
化　
の　
断　
絶　
の　
危　
機　

に　
あ　
る　
こ　
と　
を　
知　
り　
ま　
し　
た　
。　
同　
時　

に　
今　
な　
ら　
伝　
統　
文　
化　
を　
記　
録　
す　
る　
こ　

と　
が　
可　
能　
で　
あ　
る　
こ　
と　
も　
知　
り　
ま　
し　

た　
。　
そ　
し　
て　
、　
一　
九　
九　
五　
年　
度　
か　
ら　

教　
育　
委　
員　
会　
の　
町　
誌　
編　
纂　
事　
業　
と　
し　

て　
「　
信　
仰　
と　
く　
ら　
し　
」　
の　
調　
査　
を　
は　

じ　
め　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

調　
査　
で　
は　
島　
の　
東　
か　
ら　
西　
へ　
と　
各　

自　
治　
会　
ご　
と　
に　
社　
会　
組　
織　
や　
地　
域　
の　

信　
仰　
の　
話　
を　
う　
か　
が　
い　
、　
ほ　
ぼ　
全　
体　

を　
歩　
き　
終　
え　
、　
現　
状　
の　
概　
観　
を　
知　
る　

こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　
た　
だ　
し　
、　
ま　

つ　
り　
一　
つ　
と　
っ　
て　
も　
実　
際　
に　
見　
な　
い　

と　
正　
確　
に　
理　
解　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
し　
、　
く　

ら　
し　
は　
一　
度　
う　
か　
が　
っ　
た　
だ　
け　
で　
理　

解　
で　
き　
る　
ほ　
ど　
簡　
単　
な　
も　
の　
で　
な　
い　

こ　
と　
は　
皆　
さ　
ん　
方　
の　
ほ　
う　
が　
よ　
く　
御　

承　
知　
の　
は　
ず　
で　
す　
。　

し　
た　
が　
っ　
て　
、　
現　
時　
点　
で　
は　
ま　
と　

ま　
っ　
た　
話　
は　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
宮　
本　

先　
生　
が　
書　
き　
残　
さ　
れ　
た　
『　
東　
和　
町　
誌　
』　

の　
助　
け　
を　
か　
り　
な　
が　
ら　
、　
調　
査　
の　
途　

中　
で　
気　
付　
い　
た　
こ　
と　
を　
御　
報　
告　
し　
、　

思　
い　
違　
い　
な　
ど　
御　
指　
摘　
い　
た　
だ　
け　
れ　

ば　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

私　
達　
は　
地　
域　
を　
訪　
ね　
る　
と　
、　
ま　
ず　

神　
社　
と　
寺　
院　
を　
訪　
ね　
ま　
す　
。　
神　
社　
や　

寺　
院　
は　
地　
域　
の　
歴　
史　
や　
社　
会　
、　
人　
々　

の　
暮　
ら　
し　
の　
現　
状　
を　
知　
る　
こ　
と　
の　
で　

き　
る　
場　
所　
だ　
か　
ら　
で　
す　
。　
神　
社　
や　
寺　

院　
が　
し　
っ　
か　
り　
と　
守　
ら　
れ　
て　
い　
る　
村　

は　
安　
心　
し　
て　
調　
査　
に　
入　
れ　
ま　
す　
。　
東　

和　
町　
で　
も　
私　
達　
は　
安　
心　
し　
て　
調　
査　
す　

る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　
た　
だ　
、　
寺　

院　
の　
調　
査　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
進　
ん　
で　
お　
ら　

ず　
、　
集　
落　
単　
位　
で　
祀　
ら　
れ　
る　
神　
社　
の　

話　
を　
し　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

東　
和　
町　
に　
は　
多　
く　
の　
神　
社　
が　
祀　
ら　

れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
ど　
の　
地　
域　
で　
も　
祀　

ら　
れ　
る　
神　
社　
と　
特　
定　
の　
地　
域　
に　
し　
か　

祀　
ら　
れ　
て　
い　
な　
い　
神　
社　
が　
あ　
り　
ま　

す　
。　ど　

の　
地　
域　
で　
も　
祀　
ら　
れ　
て　
い　
る　
神　

社　
の　
代　
表　
は　
荒　
神　
社　
で　
す　
。　

荒　
神　
社　
は　
情　
島　
・　
大　
積　
・　
小　
積　
・　

神　
浦　
・　
小　
伊　
保　
田　
・　
伊　
崎　
の　
よ　
う　
に　

小　
さ　
な　
集　
落　
で　
は　
、　
地　
域　
の　
氏　
神　
と　

し　
て　
一　
カ　
所　
で　
祀　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

集　
落　
の　
大　
き　
な　
外　
入　
は　
郷　
と　
浜　
の　
二　

カ　
所　
、　
和　
田　
は　
筏　
八　
幡　
宮　
に　
合　
祀　
さ　

れ　
る　
ま　
で　
は　
小　
字　
ご　
と　
に　
あ　
っ　
た　
と　

い　
い　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
地　
家　
室　
は　
中　
原　

神　
社　
の　
中　
に　
併　
祀　
さ　
れ　
、　
森　
は　
オ　
ム　

ロ　
（　
祠　
）　
が　
当　
屋　
を　
ま　
わ　
っ　
て　
五　
年　

に　
一　
度　
荒　
神　
ま　
つ　
り　
が　
お　
こ　
な　
わ　
れ　

ま　
す　
が　
、　
地　
域　
に　
社　
殿　
を　
持　
ち　
ま　
せ　

ん　
。　
平　
野　
は　
荒　
神　
の　
社　
殿　
も　
伝　
承　
も　

な　
く　
、　
あ　
る　
い　
は　
祇　
園　
社　
に　
併　
祀　
さ　

れ　
た　
の　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

荒　
神　
社　
は　
、　
交　
代　
で　
当　
屋　
が　
回　
る　

当　
屋　
ま　
つ　
り　
で　
す　
。　
当　
屋　
に　
あ　
た　
る　

と　
身　
を　
清　
め　
、　
精　
進　
潔　
斉　
し　
て　
ま　
つ　

り　
な　
ど　
に　
奉　
仕　
し　
ま　
す　
。　
当　
屋　
が　
古　

く　
は　
神　
主　
を　
勤　
め　
た　
と　
い　
わ　
れ　
、　
今　

日　
で　
も　
村　
を　
代　
表　
し　
て　
精　
進　
潔　
斉　
す　

る　
と　
こ　
ろ　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
荒　
神　
社　
は　

ま　
つ　
り　
方　
か　
ら　
も　
、　
古　
く　
か　
ら　
祀　
ら　

れ　
た　
重　
要　
な　
カ　
ミ　
で　
あ　
る　
こ　
と　
が　
わ　

か　
り　
ま　
す　
。　

民　
俗　
学　
は　
比　
較　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
っ　

て　
、　
く　
ら　
し　
を　
考　
え　
る　
学　
問　
で　
す　
。　

最　
近　
ま　
で　
私　
が　
調　
査　
し　
て　
い　
た　
芸　
予　

諸　
島　
の　
広　
島　
県　
瀬　
戸　
田　
町　
と　
比　
較　
し　

な　
が　
ら　
荒　
神　
に　
つ　
い　
て　
さ　
ら　
に　
考　
え　

た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

荒　
神　
社　
は　
瀬　
戸　
田　
町　
で　
も　
ほ　
ぼ　
全　

域　
で　
、　
小　
宮　
あ　
る　
い　
は　
氏　
神　
と　
し　
て　

祀　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
瀬　
戸　
田　
町　
に　
荒　

神　
社　
は　
近　
代　
に　
な　
っ　
て　
穀　
神　
社　
と　
多　

く　
が　
改　
称　
さ　
れ　
、　
農　
耕　
神　
と　
し　
て　
祀　

ら　
れ　
て　
い　
た　
こ　
と　
が　
わ　
か　
り　
ま　
す　
。　

茗　
荷　
の　
荒　
神　
社　
に　
は　
荒　
神　
神　
楽　
が　
伝　

わ　
り　
、　
春　
ま　
つ　
り　
で　
荒　
神　
人　
形　
に　
酒　

を　
飲　
ま　
せ　
て　
そ　
の　
濡　
れ　
具　
合　
で　
作　
占　

い　
を　
し　
ま　
す　
。　

垂　
水　
で　
は　
地　
域　
全　
体　
で　
祀　
る　
村　
荒　

神　
の　
ほ　
か　
に　
小　
地　
域　
で　
祀　
る　
荒　
神　
社　

が　
あ　
り　
、　
早　
瀬　
の　
荒　
神　
社　
は　
土　
地　
を　

開　
拓　
し　
た　
家　
に　
よ　
っ　
て　
新　
た　
に　
祀　
ら　

れ　
、　
現　
在　
も　
早　
瀬　
を　
耕　
作　
す　
る　
家　
々　

に　
よ　
っ　
て　
ま　
つ　
り　
が　
お　
こ　
な　
わ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　
新　
し　
く　
祀　
ら　
れ　
た　
荒　
神　
社　

で　
す　
が　
、　
荒　
神　
社　
は　
土　
地　
を　
ひ　
ら　
く　

と　
き　
に　
祀　
り　
、　
豊　
作　
を　
願　
う　
性　
格　
の　

神　
で　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
が　
わ　
か　
り　
ま　
す　
。　

そ　
し　
て　
、　
今　
も　
森　
の　
中　
に　
祀　
ら　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　

宮　
本　
先　
生　
は　
『　
東　
和　
町　
誌　
』　
で　
荒　

神　
は　
地　
主　
神　
（　
地　
神　
）　
、　
農　
神　
的　
性　

格　
を　
持　
つ　
と　
書　
か　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
荒　

神　
社　
は　
周　
防　
大　
島　
の　
人　
々　
が　
農　
地　
を　

開　
い　
た　
当　
初　
か　
ら　
祀　
り　
続　
け　
て　
き　
た　

神　
な　
の　
で　
す　
。　
東　
和　
町　
に　
荒　
神　
社　
が　

普　
遍　
的　
に　
祀　
ら　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
は　
、　

東　
和　
町　
の　
人　
々　
が　
農　
業　
に　
依　
存　
し　
て　

く　
ら　
し　
て　
き　
た　
こ　
と　
を　
も　
の　
が　
た　
っ　

て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

郷 土

5

東　
和　
町　
の　
信　
仰　
と　
く　
ら　
し　

印 南 敏 秀

無病息災・家内安全・五穀豊穰

荒

神

社

一
、　調
査
に
至
る
ま
で

二
、　東　
和　
町　
の　

神　
社　
調　
査　
か　
ら　



特　
定　
地　
域　
で　
祀　
ら　
れ　
る　
神　
社　
に　

は　
、　
中　
央　
の　
有　
名　
な　
神　
社　
か　
ら　
勧　
請　

し　
た　
八　
幡　
社　
・　
厳　
島　
社　
・　
金　
毘　
羅　

社　
・　
祇　
園　
社　
な　
ど　
が　
多　
く　
み　
ら　
れ　
ま　

す　
。　
な　
か　
で　
、　
八　
幡　
社　
は　
総　
鎮　
守　
、　

あ　
る　
い　
は　
氏　
神　
と　
し　
て　
祀　
ら　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　

筏　
八　
幡　
宮　
は　
島　
末　
荘　
の　
東　
半　
分　
、　
下　

田　
八　
幡　
宮　
は　
島　
末　
荘　
の　
西　
半　
分　
の　
総　

鎮　
守　
と　
し　
て　
祀　
ら　
れ　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

島　
末　
荘　
の　
実　
態　
は　
よ　
く　
わ　
か　
り　
ま　
せ　

ん　
が　
、　
広　
島　
県　
で　
は　
八　
幡　
社　
は　
中　
世　
に　

関　
東　
か　
ら　
下　
っ　
て　
き　
た　
為　
政　
者　
が　
総　

鎮　
守　
と　
し　
て　
祀　
っ　
た　
例　
が　
多　
い　
こ　
と　

が　
わ　
か　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
い　
ず　
れ　
に　
せ　
よ　

総　
鎮　
守　
の　
存　
在　
自　
体　
が　
東　
和　
町　
に　
お　

け　
る　
、　
古　
い　
時　
代　
の　
政　
治　
的　
枠　
組　
み　
を　

し　
め　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

近　
世　
に　
な　
る　
と　
村　
落　
が　
独　
自　
性　
を　

高　
め　
、　
村　
々　
で　
氏　
神　
を　
祀　
る　
よ　
う　
に　

な　
り　
二　
重　
氏　
子　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　
和　
佐　

や　
伊　
保　
田　
な　
ど　
地　
域　
の　
氏　
神　
と　
し　
て　

祀　
る　
八　
幡　
社　
は　
、　
筏　
八　
幡　
宮　
な　
ど　
総　

鎮　
守　
の　
分　
霊　
を　
祀　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　

か　
と　
宮　
本　
先　
生　
は　
考　
え　
ら　
れ　
て　
い　
ま　

す　
。　
ま　
た　
、　
神　
浦　
や　
油　
宇　
に　
は　
熊　
野　

新　
宮　
神　
社　
、　
佐　
連　
に　
は　
日　
吉　
神　
社　
な　

ど　
が　
祀　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
ら　
は　

中　
世　
か　
ら　
近　
世　
に　
い　
た　
る　
村　
々　
の　
成　

立　
経　
緯　
や　
、　
人　
々　
の　
来　
歴　
を　
語　
っ　
て　

い　
る　
の　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

村　
々　
を　
巡　
っ　
て　
い　
る　
と　
、　
同　
業　
の　

人　
々　
が　
小　
宮　
に　
神　
を　
祀　
る　
例　
が　
見　
ら　

れ　
ま　
す　
。　
生　
業　
の　
分　
化　
と　
共　
に　
、　
同　

業　
仲　
間　
で　
ま　
つ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　

神　
々　
で　
す　
。　
東　
和　
町　
で　
も　
近　
世　
末　
以　

後　
、　
船　
乗　
り　
や　
漁　

業　
な　
ど　
海　
に　
関　
わ　

る　
生　
業　
が　
発　
達　
し　

ま　
す　
。　

金　
毘　
羅　
は　
航　
海　

の　
守　
護　
神　
で　
、　
航　

海　
安　
全　
の　
神　
と　
し　

て　
信　
仰　
さ　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　
金　
毘　
羅　
は　

大　
積　
と　
小　
積　
で　
は　

小　
宮　
と　
し　
て　
祀　
ら　

れ　
、　
地　
域　
の　
人　
々　

か　
ら　
信　
仰　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　
外　
入　
の　

金　
毘　
羅　
は　
昭　
和　
七　

年　
と　
勧　
請　
は　
新　
し　

い　
の　
で　
す　
が　
、　
や　

は　
り　
航　
海　
安　
全　
の　
た　
め　
に　
勧　
請　
さ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
勧　
請　
の　
時　
に　
は　
部　
落　
役　
員　

が　
讃　
岐　
の　
金　
毘　
羅　
さ　
ん　
ま　
で　
新　
造　
船　

で　
迎　
え　
に　
い　
き　
ま　
し　
た　
。　
帰　
り　
に　
間　

違　
え　
て　
呉　
港　
に　
入　
り　
、　
波　
止　
場　
に　
ぶ　

つ　
け　
ま　
す　
が　
、　
船　
が　
こ　
わ　
れ　
な　
か　
っ　

た　
の　
で　
ま　
す　
ま　
す　
信　
仰　
が　
高　
ま　
っ　
た　

と　
い　
い　
ま　
す　
。　

エ　
ビ　
ス　
は　
商　
売　
と　
漁　
業　
の　
神　
と　
し　

て　
祀　
ら　
れ　
ま　
す　
が　
、　
東　
和　
町　
で　
は　
漁　

業　
神　
と　
し　
て　
外　
入　
・　
船　
越　
・　
伊　
保　

田　
・　
情　
島　
な　
ど　
の　
海　
岸　
に　
祀　
ら　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　
今　
は　
漁　
業　
者　
の　

集　
ま　
り　
で　
あ　
る　
漁　
業　
協　
同　
組　
合　
を　
中　

心　
に　
ま　
つ　
り　
を　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
エ　
ビ　

ス　
は　
漁　
業　
の　
盛　
ん　
な　
沖　
家　
室　
で　
は　
、　

地　
域　
全　
体　
の　
氏　
神　
と　
し　
て　
信　
仰　
を　
集　

め　
る　
よ　
う　
に　
す　
ら　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

政　
治　
や　
く　
ら　
し　
の　
変　
化　
に　
と　
も　
な　

っ　
て　
、　
地　
域　
の　
神　
々　
に　
も　
盛　
衰　
が　
あ　

り　
、　
新　
た　
な　
神　
を　
祀　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　

ま　
す　
。　
同　
時　
に　
神　
の　
性　
格　
自　
体　
も　
時　

代　
や　
地　
域　
に　
よ　
り　
変　
わ　
る　
こ　
と　
が　
あ　

っ　
た　
よ　
う　
で　
す　
。　

平　
野　
の　
祇　
園　
社　
は　
筏　
八　
幡　
宮　
と　
下　

田　
八　
幡　
宮　
の　
氏　
子　
圏　
の　
境　
界　
に　
位　
置　

し　
、　
境　
界　
神　
と　
し　
て　
政　
治　
的　
に　
祀　
ら　

れ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
宮　
本　
先　
生　
は　

お　
っ　
し　
ゃ　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
実　
際　
に　
平　

野　
の　
氏　
神　
と　
し　
て　
祀　
る　
に　
し　
て　
は　
、　

不　
自　
然　
な　
村　
は　
ず　
れ　
に　

祀　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

東　
和　
町　
の　
境　
界　
神　
と　

し　
て　
は　
、　
外　
入　
と　
地　
家　

室　
の　
峠　
付　
近　
に　
祀　
ら　
れ　

て　
い　
た　
サ　
イ　
サ　
マ　
（　
塞　

神　
）　
の　
よ　
う　
に　
民　
俗　
神　

が　
一　
般　
的　
で　
す　
。　
サ　
イ　

サ　
マ　
を　
祀　
る　
場　
所　
に　
は　

大　
木　
が　
あ　
り　
、　
草　
鞋　
な　

ど　
が　
掛　
か　
り　
、　
村　
人　
は　

前　
を　
通　
る　
た　
び　
に　
参　
っ　

て　
い　
た　
そ　
う　
で　
す　
。　
村　

外　
れ　
に　
塞　
神　
が　
祀　
ら　
れ　

る　
の　
は　
村　
人　
の　
生　
活　
範　

囲　
が　
狭　
く　
、　
身　
近　
か　
な　

場　
所　
に　
境　
が　
意　
識　
さ　
れ　

た　
の　
で　
す　
。　

小　
泊　
の　
荒　
神　
祭　
で　
ま　
つ　
り　
の　
後　
に　

村　
境　
に　
御　
弊　
を　
さ　
し　
ま　
す　
。　
塩　
田　
の　

薪　
山　
論　
争　
な　
ど　
が　
あ　
り　
、　
政　
治　
的　
、　

経　
済　
的　
に　
村　
界　
を　
強　
く　
意　
識　
せ　
ざ　
る　

を　
え　
な　
か　
っ　
た　
時　
代　
背　
景　
が　
影　
響　
し　

て　
い　
そ　
う　
で　
す　
。　

さ　
て　
、　
祇　
園　
社　
の　
本　
社　
は　
京　
都　
の　

八　
坂　
神　
社　
で　
す　
。　
京　
都　
の　
よ　
う　
な　
大　

都　
市　
で　
は　
夏　
の　
疫　
病　
の　
流　
行　
が　
最　
大　

の　
関　
心　
で　
あ　
り　
、　
古　
く　
か　
ら　
疫　
病　
を　

鎮　
め　
る　
夏　
祭　
り　
が　
盛　
ん　
で　
す　
。　
平　
野　

の　
祇　
園　
社　
の　
ま　
つ　
り　
も　
東　
和　
町　
で　
数　

少　
な　
い　
夏　
祭　
り　
と　
し　
て　
多　
く　
の　
参　
拝　

者　
を　
あ　
つ　
め　
ま　
し　
た　
。　
船　
で　
モ　
モ　
な　

ど　
の　
果　
物　
を　
売　
り　
に　
き　
た　
り　
、　
露　
天　

商　
も　
集　
ま　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
今　
年　
の　

夏　
の　
Ｏ　
１　
５　
７　
の　
流　
行　
は　
、　
以　
前　
な　

ら　
珍　
し　
い　
こ　
と　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
の　
で　

す　
。　
衛　
生　
環　
境　
が　
よ　
く　
な　
り　
近　
代　
化　

の　
中　
で　
冷　
蔵　
庫　
の　
普　
及　
な　
ど　
が　
あ　

り　
、　
夏　
の　
気　
候　
と　
都　
市　
生　
活　
の　
環　
境　

の　
悪　
さ　
を　
現　
代　
人　
は　
忘　
れ　
て　
し　
ま　
っ　

た　
の　
で　
す　
。　
今　
回　
の　
騒　
ぎ　
は　
、　
備　
え　

を　
忘　
れ　
た　
現　
代　
人　
に　
対　
す　
る　
警　
告　
の　

よ　
う　
に　
思　
え　
ま　
す　
。　
以　
前　
な　
ら　
、　
祇　

園　
社　
の　
ま　
つ　
り　
が　
夏　
前　
に　
地　
域　
民　
に　

対　
し　
て　
注　
意　
を　
呼　
び　
か　
け　
て　
く　
れ　
て　

い　
た　
の　
で　
す　
。　

平　
野　
の　
祇　
園　
社　
は　
境　
界　
神　
と　
し　
て　

祀　
ら　
れ　
、　
や　
が　
て　
地　
域　
の　
氏　
神　
と　
な　

り　
、　
東　
和　
町　
で　
数　
少　
な　
い　
夏　
ま　
つ　
り　

と　
し　
て　
広　
く　
信　
仰　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
た　
だ　

し　
、　
七　
日　
祇　
園　
な　
ど　
祭　
日　
日　
程　
は　
他　

の　
祇　
園　
ま　
つ　
り　
と　
共　
通　
し　
ま　
す　
が　
、　

ま　
つ　
り　
方　
は　
東　
和　
町　
の　
他　
の　
ま　
つ　
り　

と　
お　
な　
じ　
当　
屋　
ま　
つ　
り　
を　
受　
け　
継　
い　

で　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

同　
じ　
神　
社　
で　
も　
信　
仰　
目　
的　
や　
内　
容　

が　
地　
域　
や　
時　
代　
で　
違　
っ　
て　
き　
ま　
す　
。　

だ　
か　
ら　
こ　
そ　
個　
々　
の　
神　
社　
に　
つ　
い　
て　

の　
綿　
密　
な　
調　
査　
が　
必　
要　
で　
あ　
り　
、　
そ　

こ　
か　
ら　
地　
域　
の　
歴　
史　
や　
く　
ら　
し　
が　
あ　

き　
ら　
か　
に　
な　
っ　
て　
く　
る　
の　
で　
す　
。　

郷 土
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請
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神
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の
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格

平野・祇園まつり
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山　
田　
神　
社　
や　
祇　
園　
社　
な　
ど　
、　
東　
和　

町　
の　
村　
ま　
つ　
り　
で　
は　
海　
岸　
を　
神　
輿　
が　

渡　
御　
す　
る　
こ　
と　
が　
一　
般　
的　
で　
し　
た　
。　

森　
の　
神　
山　
神　
社　
の　
ま　
つ　
り　
は　
浜　
を　
海　

に　
つ　
か　
り　
な　
が　
ら　
渡　
御　
し　
、　
船　
に　
乗　

せ　
て　
沖　
を　
巡　
り　
ま　
し　
た　
。　
小　
積　
と　
大　

積　
の　
厳　
島　
神　
社　
の　
ま　
つ　
り　
に　
は　
、　
引　

き　
船　
・　
管　
絃　
船　
・　
御　
座　
船　
が　
で　
て　
、　

村　
や　
神　
社　
の　
沖　
を　
巡　
り　
ま　
し　
た　
。　
沖　

家　
室　
の　
漁　
師　
も　
御　
座　
船　
の　
あ　
と　
を　
つ　

い　
て　
に　
ぎ　
や　
か　
で　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
浜　

は　
盆　
踊　
り　
を　
踊　
り　
、　
精　
霊　
を　
慰　
め　
送　

る　
場　
所　
で　
、　
物　
を　
干　
し　
、　
歓　
談　
し　
、　

エ　
ン　
シ　
キ　
な　
ど　
を　
お　
こ　
な　
う　
場　
所　
で　

し　
た　
。　

油　
宇　
の　
新　
宮　
神　
社　
や　
情　
島　
の　
荒　
神　

社　
の　
ま　
つ　
り　
に　
は　
、　
神　
輿　
を　
担　
ぎ　
だ　

す　
前　
に　
神　
輿　
も　
り　
全　
員　
が　
海　
ま　
で　
お　

り　
て　
海　
水　
で　
身　
を　
清　
め　
ま　
す　
。　
個　
人　

の　
家　
で　
も　
毎　
朝　
浜　
に　
お　
り　
て　
潮　
水　
を　

持　
ち　
か　
え　
り　
、　
屋　
敷　
ま　
わ　
り　
を　
清　
め　

て　
い　
ま　
し　
た　
。　
海　
や　
浜　
は　
神　
聖　
な　
存　

在　
と　
し　
て　
強　
く　
意　
識　
さ　
れ　
て　
い　
た　
の　

で　
す　
。　

海　
は　
豊　
か　
な　
海　
産　
物　
な　
ど　
を　
も　
た　

ら　
す　
と　
同　
時　
に　
、　
恐　
ろ　
し　
い　
場　
所　
で　

も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
海　
に　
ま　
つ　
わ　
る　
伝　

説　
が　
多　
数　
の　
こ　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
は　
そ　

の　
た　
め　
で　
す　
。　
宮　
本　
先　
生　
の　
『　
周　
防　

大　
島　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
る　
海　
の　
生　
活　

誌　
』　
に　
は　
、　
東　
和　
町　
の　
人　
々　
と　
海　
の　

深　
く　
豊　
か　
な　
関　
わ　
り　
が　
記　
さ　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　

現　
在　
、　
東　
和　
町　
の　
環　
境　
は　
浜　
は　
細　

く　
な　
り　
、　
海　
水　
も　
以　
前　
と　
く　
ら　
べ　
る　

と　
汚　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
人　
と　
海　
や　
浜　
と　

の　
隔　
絶　
は　
ま　
つ　
り　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
日　

常　
生　
活　
の　
中　
で　
も　
み　
ら　
れ　
る　
の　
で　

す　
。　
海　
辺　
に　
住　
み　
な　
が　
ら　
海　
や　
浜　
を　

意　
識　
し　
な　
く　
な　
っ　
た　
こ　
と　
は　
、　
不　
幸　

な　
こ　
と　
と　
い　
え　
ま　
す　
。　
海　
や　
浜　
の　
豊　

か　
さ　
や　
恐　
れ　
を　
知　
ら　
な　
い　
都　
市　
民　
の　

意　
識　
が　
、　
現　
在　
の　
環　
境　
問　
題　
を　
引　
き　

起　
こ　
し　
て　
い　
る　
か　
ら　
で　
す　
。　
ま　
た　
、　

海　
の　
彼　
方　
の　
世　
界　
を　
信　
じ　
ら　
れ　
な　
く　

な　
り　
、　
霊　
魂　
の　
帰　
り　
場　
の　
な　
い　
こ　
と　

が　
精　
神　
の　
不　
安　
に　
つ　
な　
が　
っ　
て　
い　
る　

か　
ら　
で　
す　
。　

東　
和　
町　
に　
は　
ま　
だ　
豊　
か　
な　
海　
や　
浜　

の　
文　
化　
が　
残　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ま　
つ　
り　

や　
く　
ら　
し　
を　
通　
し　
て　
海　
と　
浜　
の　
文　
化　

を　
見　
直　
し　
、　
護　
り　
伝　
え　
る　
こ　
と　
は　
今　

後　
の　
大　
き　
な　
財　
産　
に　
な　
る　
と　
お　
も　
う　

の　
で　
す　
。　

東　
和　
町　
に　
も　
か　
つ　
て　
は　
、　
伊　
勢　

講　
・　
金　
毘　
羅　
講　
・　
厳　
島　
講　
な　
ど　
た　
く　

さ　
ん　
の　
講　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
講　
と　
は　

本　
来　
仏　
教　
の　
講　
会　
に　
集　
う　
こ　
と　
で　
、　

同　
じ　
信　
仰　
仲　
間　
の　
集　
ま　
り　
を　
い　
い　
ま　

し　
た　
。　

講　
に　
つ　
い　
て　
は　
ま　
だ　
十　
分　
調　
べ　
て　

ま　
せ　
ん　
が　
、　
今　
も　
続　
く　
数　
少　
な　
い　
講　

に　
お　
寄　
講　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
正　
覚　
寺　
で　

は　
他　
地　
域　
に　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
今　

は　
小　
泊　
の　
檀　
家　
だ　
け　
に　
残　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　
西　
方　
寺　
に　
も　
大　
谷　
講　
・　
十　
三　
日　

講　
・　
山　
科　
講　
が　
あ　
り　
、　
山　
科　
講　
は　
女　

性　
講　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

お　
寄　
講　
で　
は　
講　
仲　
間　
が　
ま　
わ　
り　
番　

で　
宿　
と　
な　
り　
、　
説　
教　
を　
聞　
い　
た　
あ　
と　

食　
事　
な　
ど　
を　
し　
て　
親　
睦　
を　
は　
か　
り　
ま　

す　
。　
講　
仲　
間　
は　
葬　
式　
で　
手　
伝　
い　
あ　
う　

仲　
間　
で　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
以　
前　
の　
記　
録　

に　
よ　
る　
と　
正　
覚　
寺　
の　
お　
寄　
講　
は　
女　
男　

別　
々　
で　
、　
世　
代　
で　
も　
別　
れ　
て　
い　
た　
そ　

う　
で　
す　
。　
お　
寄　
講　
仲　
間　
は　
、　
性　
差　
や　

世　
代　
差　
が　
な　
く　
気　
楽　
に　
学　
び　
語　
れ　
る　

機　
会　
だ　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

一　
般　
に　
西　
日　
本　
は　
ヨ　
コ　
社　
会　
が　
支　

配　
的　
で　
、　
東　
日　
本　
は　
タ　
テ　
社　
会　
と　
い　

わ　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
本　
来　
講　
は　
ヨ　
コ　

社　
会　
に　
多　
く　
み　
ら　
れ　
る　
の　
で　
す　
が　
、　

正　
覚　
寺　
の　
お　
寄　
講　
に　
は　
西　
日　
本　
の　
ヨ　

コ　
社　
会　
に　
く　
わ　
え　
、　
女　
性　
が　
男　
性　
と　

対　
等　
な　
海　
民　
社　
会　
の　
特　
色　
が　
よ　
く　
現　

れ　
て　
い　
る　
よ　
う　
に　
思　
い　
ま　
す　
。　
東　
和　

町　
の　
地　
域　
社　
会　
の　
あ　
り　
方　
が　
、　
根　
強　

く　
残　
っ　
て　
い　
た　
の　
で　
す　
。　

正　
覚　
寺　
の　
お　
寄　
講　
の　
食　
事　
に　
つ　
い　

て　
も　
興　
味　
深　
い　
話　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
ま　

わ　
り　
番　
の　
宿　
で　
つ　
く　
る　
食　
事　
は　
、　
競　

争　
意　
識　
か　
ら　
次　
第　
に　
贅　
沢　
に　
な　
り　
が　

ち　
で　
す　
。　
こ　
こ　
で　
は　
贅　
沢　
に　
な　
る　
と　

正　
覚　
寺　
が　
宿　
に　
な　
り　
、　
一　
汁　
三　
菜　
に　

も　
ど　
し　
て　
質　
素　
に　
か　
え　
す　
そ　
う　
で　

す　
。　
贅　
沢　
を　
お　
さ　
え　
る　
知　
恵　
が　
、　
他　

地　
域　
で　
講　
が　
な　
く　
な　
っ　
た　
後　
も　
講　
が　

存　
続　
で　
き　
た　
一　
つ　
の　
理　
由　
と　
い　
え　
ま　

す　
。　な　

お　
、　
東　
和　
町　
で　
講　
が　
衰　
退　
す　
る　

の　
は　
近　
代　
化　
の　
影　
響　
に　
よ　
る　
の　
で　
す　

が　
、　
現　
状　
を　
見　
る　
と　
何　
故　
な　
く　
な　
っ　

た　
の　
か　
が　
わ　
か　
り　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
ま　
で　

調　
査　
で　
御　
自　
宅　
に　
訪　
ね　
た　
と　
き　
、　
地　

域　
の　
人　
々　
の　
相　
互　
の　
信　
頼　
が　
強　
く　
、　

常　
に　
訪　
ね　
あ　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
知　
り　

ま　
し　
た　
。　
東　
和　
町　
の　
よ　
う　
な　
成　
熟　
し　

た　
社　
会　
で　
は　
、　
あ　
え　
て　
講　
な　
ど　
に　
よ　

っ　
て　
人　
間　
関　
係　
を　
結　
び　
な　
お　
す　
必　
要　

が　
な　
い　
の　
で　
す　
。　
た　
だ　
し　
、　
今　
後　
の　

東　
和　
町　
を　
考　
え　
る　
と　
き　
講　
を　
は　
じ　
め　

と　
す　
る　
有　
志　
的　
な　
結　
合　
は　
、　
祭　
礼　
組　

織　
や　
自　
治　
会　
組　
織　
を　
支　
え　
、　
日　
常　
生　

活　
を　
円　
滑　
に　
す　
る　
た　
め　
に　
重　
要　
な　
人　

間　
関　
係　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

東　
和　
町　
の　
巡　
礼　
と　
接　
待　
は　
以　
前　
調　

査　
し　
た　
だ　
け　
で　
最　
近　
は　
調　
べ　
て　
い　
ま　

せ　
ん　
が　
、　
今　
も　
毎　
朝　
お　
堂　
に　
個　
々　
に　

お　
参　
り　
す　
る　
人　
々　
が　
み　
ら　
れ　
、　
大　
師　

信　
仰　
の　
盛　
ん　
な　
よ　
う　
す　
が　
う　
か　
が　
え　

ま　
す　
。　
神　
浦　
で　
は　
全　
戸　
が　
交　
代　
で　
毎　

朝　
仏　
飯　
を　
供　
え　
に　
い　
き　
ま　
す　
。　

瀬　
戸　
田　
町　
に　
も　
島　
四　
国　
が　
あ　
り　
、　

現　
在　
も　
接　
待　
や　
大　
師　
信　
仰　
が　
盛　
ん　
で　

す　
。　
大　
師　
信　
仰　
や　
接　
待　
は　
元　
々　
大　
師　

講　
が　
中　
心　
で　
し　
た　
が　
、　
町　
場　
で　
は　
有　

志　
に　
、　
村　
で　
は　
自　
治　
会　
組　
織　
に　
か　
わ　

っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
た　
だ　
し　
、　
お　
堂　
の　
近　

く　
の　
家　
が　
世　
話　
人　
に　
な　
り　
、　
接　
待　
の　

中　
心　
と　
な　
り　
、　
日　
頃　
の　
世　
話　
も　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　
確　
か　
め　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
が　
、　

運　
営　
の　
あ　
り　
か　
た　
は　
東　
和　
町　
も　
瀬　
戸　

田　
町　
と　
ほ　
ぼ　
同　
じ　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　
七　
カ　
所　
参　
り　
と　
い　
っ　
て　
、　

七　
カ　
所　
で　
接　
待　
を　
う　
け　
て　
ま　
わ　
る　
の　

も　
同　
じ　
で　
す　
。　

た　
だ　
、　
接　
待　
に　
さ　
さ　
げ　
の　
お　
む　
す　

び　
が　
多　
い　
の　
は　
同　
じ　
で　
す　
が　
、　
沖　
家　

室　
の　
よ　
う　
に　
オ　
カ　
ユ　
を　
接　
待　
す　
る　
こ　

と　
は　
瀬　
戸　
田　
町　
で　
は　
聞　
き　
ま　
せ　
ん　
で　

し　
た　
。　
東　
和　
町　
で　
は　
春　
だ　
け　
接　
待　
を　

お　
こ　
な　
い　
、　
瀬　
戸　
田　
町　
で　
は　
春　
と　
秋　

の　
年　
二　
回　
で　
、　
旧　
暦　
と　
新　
暦　
が　
ま　
ざ　

り　
ま　
す　
。　
旧　
暦　
と　
新　
暦　
が　
混　
ざ　
る　
の　

は　
、　
地　
域　
相　
互　
で　
接　
待　
で　
き　
る　
よ　
う　

浜
や海

の豊
か
な
世
界

東
和
町
の

社
会
と
講

巡
礼
と

接
待

管 絃 祭



配　
慮　
し　
た　
の　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

周　
防　
大　
島　
の　
島　
四　
国　
巡　
礼　
も　
以　
前　

は　
さ　
か　
ん　
で　
、　農　
閑　
期　
の　
三　
、　四　
月　
頃　

に　
ま　
わ　
り　
ま　
し　
た　
。　
以　
前　
は　
海　
岸　
道　

路　
も　
な　
く　
山　
道　
で　
困　
難　
が　
多　
く　
、　
五　

泊　
六　
日　
で　
一　
順　
し　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

巡　
礼　
者　
は　
夕　
方　
に　
な　
る　
と　
だ　
れ　
か　
れ　

と　
な　
く　
声　
を　
か　
け　
て　
く　
れ　
、　
戦　
前　
は　

宿　
に　
困　
ら　
な　
か　
っ　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

毎　
年　
巡　
礼　
を　
続　
け　
る　
う　
ち　
に　
馴　
染　
み　

の　
宿　
が　
で　
き　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
し　

た　
。　
オ　
オ　
マ　
ワ　
リ　
と　
い　
っ　
て　
一　
〇　
〇　

人　
ほ　
ど　
の　
集　
団　
が　
旗　
を　
持　
っ　
て　
ま　
わ　

る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
集　
落　
規　
模　

の　
小　
さ　
い　
大　
積　
で　
は　
、　
オ　
オ　
マ　
ワ　
リ　

の　
一　
団　
が　
泊　
ま　
る　
と　
き　
は　
先　
発　
隊　
が　

き　
て　
、　
み　
ん　
な　
が　
到　
着　
す　
る　
前　
に　
宿　

割　
り　
を　
し　
ま　
し　
た　
。　
オ　
オ　
マ　
ワ　
リ　
に　

よ　
る　
巡　
礼　
は　
、　
大　
師　
信　
仰　
の　
盛　
ん　
な　

屋　
代　
か　
ら　
が　
多　
か　
っ　
た　
そ　
う　
で　
す　
。　

宿　
で　
は　
食　
事　
や　
風　
呂　
の　
世　
話　
を　
し　

て　
く　
れ　
ま　
し　
た　
が　
、　
場　
合　
に　
よ　
っ　
て　

は　
自　
炊　
の　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
自　

炊　
を　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
の　
で　
、　

お　
婆　
さ　
ん　
と　
若　
者　
な　
ど　
男　
と　
女　
が　
連　

れ　
だ　
っ　
て　
一　
緒　
に　
ま　
わ　
る　
こ　
と　
が　
多　

か　
っ　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　
祖　
父　
母　
な　
ど　

に　
子　
供　
の　
こ　
ろ　
か　
ら　
連　
れ　
ら　
れ　
、　
長　

い　
道　
の　
り　
を　
歩　
く　
こ　
と　
が　
教　
育　
で　
も　

あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
巡　
礼　
途　
中　
で　

み　
そ　
め　
ら　
れ　
て　
嫁　
に　
行　
く　
こ　
と　
も　
あ　

り　
、　
若　
い　
男　
女　
の　
出　
会　
い　
場　
で　
も　
あ　

っ　
た　
の　
で　
す　
。　
巡　
礼　
を　
通　
し　
て　
周　
防　

大　
島　
の　
人　
々　
は　
、　
深　
い　
交　
流　
の　
機　
会　

を　
も　
っ　
て　
い　
た　
の　
で　
す　
。　

ま　
た　
、　
信　
仰　
の　
旅　
は　
古　
く　
か　
ら　
だ　

れ　
に　
気　
兼　
ね　
な　
く　
、　
旅　
す　
る　
こ　
と　
の　

で　
き　
る　
機　
会　
で　
し　
た　
。　
現　
在　
の　
旅　
行　

会　
社　
の　
観　
光　
コ　
ー　
ス　
に　
有　
名　
社　
寺　
が　

組　
み　
込　
ま　
れ　
て　
い　
る　
の　
は　
、　
そ　
う　
し　

た　
伝　
統　
が　
生　
き　
て　
い　
る　
か　
ら　
だ　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　

ま　
つ　
り　
は　
神　
に　
奉　

仕　
し　
、　
神　
酒　
や　
御　
食　

を　
献　
り　
、　
神　
意　
を　
承　

る　
こ　
と　
だ　
と　
い　
わ　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
つ　
り　
は　
神　
を　
中　

心　
と　
し　
て　
、　
氏　
子　
が　

平　
等　
の　
立　
場　
で　
、　
共　

通　
の　
目　
的　
を　
持　
っ　
て　

集　
ま　
り　
ま　
す　
。　
相　
互　

の　
連　
帯　
感　
が　
う　
ま　

れ　
、　
地　
域　
共　
同　
体　
の　

一　
員　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　

確　
認　
し　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　

ま　
つ　
り　
は　
周　
期　
的　
に　
繰　
り　
か　
え　
さ　

れ　
、　
そ　
の　
時　
々　
の　
自　
分　
や　
家　
族　
、　
地　

域　
の　
姿　
が　
ま　
つ　
り　
の　
情　
景　
の　
中　
に　
印　

象　
深　
く　
思　
い　
描　
か　
れ　
ま　
す　
。　

ま　
つ　
り　
で　
は　
性　
差　
や　
世　
代　
差　
で　
役　

割　
が　
あ　
り　
、　
社　
会　
参　
加　
（　
マ　
ナ　
ー　
）　

を　
学　
ぶ　
場　
で　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
現　
在　

の　
若　
い　
人　
々　
が　
大　
事　
な　
客　
の　
接　
待　
や　

儀　
式　
で　
戸　
惑　
う　
の　
は　
、　
ま　
つ　
り　
が　
衰　

退　
し　
た　
か　
ら　
と　
も　
い　
え　
ま　
す　
。　
こ　
と　

に　
青　
年　
団　
は　
ま　
つ　
り　
を　
支　
え　
、　
活　
躍　

の　
場　
で　
し　
た　
。　
若　
者　
は　
次　
々　
新　
し　
い　

企　
画　
を　
考　
え　
、　
皆　
を　
喜　
ば　
せ　
よ　
う　
と　

努　
力　
し　
ま　
し　
た　
。　
だ　
か　
ら　
、　
地　
域　
民　

が　
み　
ん　
な　
で　
楽　
し　
む　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　

の　
で　
す　
。　

現　
在　
ま　
つ　
り　
は　
都　
市　
で　
盛　
ん　
で　

す　
。　
寄　
せ　
集　
ま　
り　
の　
都　
市　
民　
に　
は　
神　

を　
中　
心　
と　
し　
、　
日　
常　
の　
経　
済　
格　
差　
や　

階　
層　
差　
を　
離　
れ　
て　
ま　
と　
ま　
れ　
る　
ま　
つ　

り　
が　
必　
要　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

東　
和　
町　
に　
限　
ら　
ず　
、　
現　
代　
は　
急　
速　

に　
変　
化　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
縄　
文　
時　
代　
か　

ら　
弥　
生　
時　
代　
は　
採　
集　
社　
会　
か　
ら　
農　
耕　

社　
会　
へ　
、　
日　
本　
の　
歴　
史　
上　
で　
最　
大　
の　

変　
化　
を　
し　
た　
と　
き　
で　
し　
た　
。　
現　
在　
は　

そ　
れ　
以　
上　
の　
は　
や　
さ　
で　
近　
代　
工　
業　
社　

会　
か　
ら　
情　
報　
社　
会　
と　
変　
化　
を　
と　
げ　
て　

い　
ま　
す　
。　
東　
和　
町　
で　
は　
高　
齢　
化　
や　
過　

疎　
化　
が　
加　
わ　
り　
、　
ま　
つ　
り　
も　
変　
化　
を　

余　
儀　
な　
く　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
う　
し　

た　
中　
で　
、　
東　
和　
町　
で　
は　
ま　
つ　
り　
の　
変　

化　
に　
対　
し　
て　
積　
極　
的　
に　
取　
り　
組　
む　
地　

域　
が　
で　
は　
じ　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

伊　
保　
田　
で　
は　
自　
治　
会　
が　
神　
輿　
も　
り　

を　
募　
っ　
た　
り　
、　準　
備　
や　
あ　
と　
か　
た　
ず　
け　

ま　
で　
、　ま　
つ　
り　
を　
も　
り　
あ　
げ　
よ　
う　
と　
積　

極　
的　
に　
協　
力　
し　
は　
じ　
め　
ま　
し　
た　
。　

神　
浦　
で　
は　
神　
輿　
も　
り　
の　
不　
足　
か　

ら　
、　
女　
性　
が　
神　
輿　
を　
担　
ぐ　
よ　
う　
に　
な　

り　
、　
以　
前　
に　
も　
増　
し　
て　
華　
や　
か　
に　
な　

っ　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　
神　
浦　
で　
は　
町　
外　

に　
出　
て　
い　
る　
人　
達　

か　
ら　
神　
輿　
も　
り　
の　

申　
し　
込　
み　
が　
あ　
っ　

た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

都　
市　
で　
ま　
つ　
り　
が　

盛　
ん　
に　
な　
り　
、　
ま　

つ　
り　
の　
面　
白　
さ　
が　

都　
市　
民　
に　
再　
評　
価　

さ　
れ　
は　
じ　
め　
、　
郷　

里　
に　
も　
は　
ね　
か　
え　

っ　
て　
き　
た　
の　
で　

す　
。　
島　
か　
ら　
出　
て　

い　
て　
も　
ま　
つ　
り　
に　

帰　
っ　
て　
く　
る　
の　

は　
、　
以　
前　
は　
常　
識　
で　
し　
た　
。　
都　
市　
に　

出　
た　
人　
々　
が　
帰　
っ　
て　
参　
加　
で　
き　
る　
ま　

つ　
り　
の　
あ　
り　
方　
も　
、　
今　
後　
は　
模　
索　
す　

べ　
き　
だ　
と　
思　
う　
の　
で　
す　
。　

和　
田　
で　
は　
荒　
神　
ま　
つ　
り　
を　
ミ　
カ　
ン　

ま　
つ　
り　
に　
変　
え　
、　
参　
加　
者　
が　
多　
く　
な　

り　
ま　
し　
た　
。　
く　
ら　
し　
が　
変　
わ　
れ　
ば　
ま　

つ　
り　
の　
目　
的　
が　
変　
わ　
る　
の　
は　
あ　
た　
り　

ま　
え　
で　
す　
。　
現　
在　
の　
く　
ら　
し　
に　
則　
し　

て　
、　
ま　
つ　
り　
を　
変　
え　
て　
い　
く　
努　
力　
を　

氏　
子　
総　
代　
や　
自　
治　
会　
、　
さ　
ら　
に　
は　
外　

に　
出　
て　
い　
る　
人　
達　
が　
一　
体　
と　
な　
っ　
て　

考　
え　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
で　

し　
ょ　
う　
か　
。　

ま　
つ　
り　
も　
神　
事　
の　
よ　
う　
に　
変　
ら　
な　

い　
部　
分　
と　
、　
青　
年　
団　
が　
う　
け　
も　
っ　
て　

い　
た　
華　
や　
か　
で　
常　
に　
変　
え　
て　
い　
た　
部　

分　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
伝　
統　
を　
守　
る　
こ　
と　

は　
現　
状　
維　
持　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
変　

え　
て　
は　
い　
け　
な　
い　
部　
分　
と　
、　
時　
代　
や　

社　
会　
の　
変　
化　
に　
併　
せ　
変　
え　
て　
ゆ　
く　
部　

分　
を　
き　
ち　
ん　
と　
分　
け　
て　
考　
え　
る　
べ　
き　

な　
の　
で　
す　
。　
そ　
う　
し　
た　
中　
か　
ら　
東　
和　

町　
に　
あ　
っ　
た　
、　
東　
和　
町　
ら　
し　
い　
ま　
つ　

り　
を　
創　
造　
し　
て　
ゆ　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
の　

で　
す　
。　

東　
和　
町　
の　
信　
仰　
と　
く　
ら　
し　
の　
調　
査　

は　
、　
過　
去　
の　
こ　
と　
を　
記　
録　
し　
、　
残　
す　

こ　
と　
だ　
け　
が　
目　
的　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　

ん　
。　
ま　
つ　
り　
が　
く　
ら　
し　
の　
な　
か　
で　
ど　

の　
よ　
う　
な　
意　
味　
を　
持　
つ　
の　
か　
を　
考　

え　
、　
東　
和　
町　
ら　
し　
い　
ま　
つ　
り　
を　
創　
造　

す　
る　
お　
手　
伝　
い　
も　
一　
つ　
の　
目　
的　
と　
考　

え　
て　
い　
ま　
す　
。　
今　
後　
の　
調　
査　
で　
の　
御　

協　
力　
を　
お　
願　
い　
し　
、　
今　
日　
の　
ま　
と　
ま　

ら　
な　
い　
話　
を　
終　
わ　
ら　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　

ま　
す　
。　
（　
こ　
の　
報　
告　
は　
東　
和　
町　
教　
育　

委　
員　
会　
主　
催　
で　
、　
一　
九　
九　
六　
年　
八　
月　

二　
十　
二　
日　
・　
二　
十　
三　
日　
に　
か　
け　
て　
総　

合　
セ　
ン　
タ　
ー　
等　
に　
お　
い　
て　
発　
表　
し　
た　

も　
の　
を　
、　
整　
理　
し　
た　
も　
の　
で　
す　
。　
御　

協　
力　
い　
た　
だ　
い　
た　
関　
係　
機　
関　
・　
各　
位　

に　
感　
謝　
申　
し　
あ　
げ　
ま　
す　
）　
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東
和
町
の

ま
つ
り
を
考
え
る


